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【
西
多
摩

・
書
記
・
市

川
耕
平
通
信

員
】
4
月
7

日
に
1
5
2

人
の
参
加

で
、
あ
き
る

野
ル
ピ
ア
に

て
第
51
回
西

多
摩
支
部
定

期
大
会
を
開

催
。
公
契
約

条
例
運
動
の

前
進
と
建
設

現
場
・
業
界
、

地
域
に
お
い
て
多
数
派
結
集
の
協

同
と
連
帯
の
す
そ
野
を
広
げ
、
建

設
業
と
日
本
社
会
に
民
主
主
義
を

取
り
戻
す
た
た
か
い
を
進
め
る
こ

と
を
方
針
に
掲
げ
、
6
年
連
続
の

組
織
増
勢
と
2
0
2
0
年
を
目
途

と
し
た
組
織
再
編
・
強
化
を
進
め

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
3
つ
の
分
会
の
代
議

員
か
ら
経
験
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
青
梅
一
分
会
か
ら
は
分
会
若

手
交
流
会
開
催
の
意
義
や
必
要
性

に
つ
い
て
。
青
梅
二
分
会
か
ら
分

会
独
自
で
開
催
し
た
講
習
会
と
組

合
員
拡
大
を
結
合
さ
せ
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
。
瑞
穂
第
二
分
会
か

ら
は
瑞
穂
地
域
の
若
手
交
流
会
の

開
催
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。新

4
役
は
次
の
皆
さ
ん
。
委
員

長
・
山
口
知
之
。
副
委
員
長
・
秋

本
晴
夫
、
市
川
亨
、
髙
山
勝
宏
、

宮
崎
透
。
書
記
長
・
式
場
徳
昭
。

書
記
次
長
・
市
川
耕
平
、
森
田
真

行
、
濱
徹
。

【
北
・
書
記
・
高
橋
伸
明
通
信
員
】

4
月
7
日
、
北
と
ぴ
あ
「
飛
鳥
ホ

ー
ル
」
に
て
、
第
71
回
北
支
部
定

期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
の
中
で
は
、
現
在
支
部

で
も
多
く
の
取
り
組
み
を
し
て
い

る
後
継
者
の
問
題
や
、
リ
ミ
ッ
ト

が
10
月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
消
費

税
の
問
題
な
ど
書
記
長
の
次
年
度

方
針
と
し
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

5
つ
に
分
か
れ
た
分
科
会
で

も
、
各
専
門
部
ご
と
に
活
発
な
意

見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。
組
織
部

で
は
社
保
未
加
入
問
題
が
落
ち
着

い
た
今
、
改
め
て
組
合
員
同
士
横

の
つ
な
が
り
で
の
仲
間
づ
く
り
が

必
要
と
な
る
事
を
確
認
。
そ
の
後

運
動
方
針
案
提
案
・
予
算
案
提
案

と
も
多
数
の
賛
成
に
よ
り
承
認
と

な
り
、
書
記
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
で
す
。
委

員
長
・
渡
辺
勝
二
。
副
委
員
長
・

石
川
信
一
、
中
西
昭
一
、
岩
瀬
実
、

宮
下
幸
則
。
書
記
長
・
岡
村
茂
寿
。

書
記
次
長
・
小
池
正
樹
、
和
田
光

太
郎
。

【
豊
島
・
書
記
・
川
合
正
人
通

信
員
】
第
65
回
豊
島
支
部
定
期
大

が
4
月
7
日
に
、
と
し
ま
産
業
振

興
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
出
席
代
議
員
数
75
人
、
特
別

代
議
員
数
14
人
、
来
賓
と
し
て
14

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

廣
瀬
執
行
委
員
長
の
挨
拶
で

は
、
6
年
連
続
で
勝
ち
取
っ
た
組

織
増
勢
と
後
継
者
対
策
の
取
り
組

み
の
成
果
が
改
め
て
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
土
橋
書
記
長
の
基
調
報
告

で
は
、
18
年
活
動
報
告
、
19
年
度

方
針
の
提
案
等
が
あ
り
ま
し
た
。

昼
食
を
は
さ
ん
で
、
午
後
は
5

つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
活
発
に

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
運
動
方
針
、
予
算
案
に
関
す

る
質
疑
応
答
を
経
て
一
括
採
択
。

選
挙
管
理
委
員
長
よ
り
新
役
員

の
選
挙
報
告
が
さ
れ
、
今
年
度
の

新
役
員
が
決
定
。
新
た
に
40
代
の

若
い
常
任
執
行
委
員
が
2
人
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
は
次
の
通

り
。
委
員
長
・
廣
瀬
達
雄
。
副
委

員
長
・
大
浦
康
昭
、
桑
山
浩
司
、

原
澤
修
。
書
記
長
・
土
橋
弘
典
。

書
記
次
長
・
佐
藤
広
平
、
川
合
正

人
、
寺
島
耕
平
。

再任挨拶をする山口委員長

【
多
摩
西
部
・
書
記
・
渡
邉
宏

規
通
信
員
】
多
摩
西
部
支
部
で
は

4
月
14
日
に
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
に

て
第
54
回
支
部
定
期
大
会
を
、
総

勢
1
5
1
人
の
参
加
で
開
催
。
冒

頭
挨
拶
に
立
っ
た
檜
山
剛
志
委
員

長
は
、
新
会
館
竣
工
の
礎
と
な
っ

た
こ
れ
ま
で
の
組
合
員
の
拡
大
へ

の
取
り
組
み
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
成

功
に
対
す
る
奮
闘
を
称
え
、
新
会

館
か
ら
新
た
に
諸
要
求
実
現
の
た

め
連
続
し
た
組
織
増
勢
を
勝
ち
取

ろ
う
と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

午
後
は
5
分
科
会
に
分
か
れ
て

議
論
が
行
な
わ
れ
、
全
て
の
提
案

が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。新

4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
清
水
政
廣
。
副
委
員
長

・
鴇
崎
実
、
渡
邉
孝
一
、
木
下
一

成
、
森
川
伸
一
、
檜
山
剛
志
（
待

遇
）
、
鶴
岡
誠
一
（
待
遇
）
。
書

記
長
・
大
房
孝
朗
。
書
記
次
長
・

小
笠
原
一
樹
、
佐
藤
英
紀
。

閉会挨拶をする岡村書記長

【
府
中
国
立
・
書
記
・
佐
藤
瑞

樹
通
信
員
】
府
中
国
立
支
部
の
第

73
回
支
部
定
期
大
会
が
、
4
月
14

日
に
ル
ミ
エ
ー
ル
府
中
に
て
開
催

さ
れ
、
代
議
員
1
1
5
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
「
6
年
連
続
の
実

増
を
達
成
し
た
支
部
の
組
織
建
設

に
確
信
を
持
ち
、
過
酷
な
建
設
労

働
の
現
状
を
打
開
し
、
賃
金
と
仕

事
、
暮
ら
し
の
要
求
運
動
を
前
進

さ
せ
よ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
仲
間
づ
く
り
運
動
を
更

に
前
進
さ
せ
な
が
ら
組
織
力
を
強

化
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

午
後
は
7
つ
の
分
科
会
に
分
か

れ
、
よ
り
深
い
討
論
と
意
見
交
換

を
行
な
い
ま
し
た
。後
継
者
・
青
年

の
分
科
会
で
は
、
「
東
京
土
建
の

成
り
立
ち
や
制
度
を
よ
り
学
習
し

た
い
」な
ど
、身
に
な
る
モ
ノ
へ
の

取
り
組
み
が
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
。
委
員

長
・
宮
澤
和
也
。
副
委
員
長
・
甲

田
直
己
、
小
島
成
彦
、
松
本
勇
一
、

渡
邉
浩
志
、
石
村
英
明（
待
遇
）。

書
記
長
・
畠
山
京
子
。
書
記
次
長

・
世
並
佳
史
、
水
川
克
治
。

【
板
橋
・

書
記
・
武
田

栄
一
通
信

員
】
板
橋
支

部
は
第
63
回

定
期
大
会

を
、
4
月
7

〜
8
日
に
一

泊
大
会
と
し

て
群
馬
県
伊

香
保
温
泉
ホ

テ
ル
小
暮
で

開
催
。
役
員

・
代
議
員
な

ど
1
6
4

人
、来
賓
2
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

福
地
委
員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ

で
は
じ
ま
り
、
本
部
・
渡
辺
書
記

次
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
基
調
報
告
、
決
算

報
告
、
2
0
1
9
年
度
予
算
案
を

提
案
。
午
後
は
18
の
分
散
会
に
分

か
れ
、
分
会
の
活
動
な
ど
経
験
を

交
流
し
ま
し
た
。
2
日
目
は
8
つ

の
分
科
会
で
各
分
野
の
議
論
を
深

め
、
再
開
さ
れ
た
本
会
議
で
新
年

度
の
方
針
と
予
算
案
を
採
択
し
ま

し
た
。

新
4
役
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長
・
野
崎
邦
治
、
副
委
員
長

・
須
賀
朗
、
穴
澤
秀
康
、
櫻
井
雄

一
、
林
賢
二
郎
、
人
見
大
。
書
記

長
・
山
本
清
志
。
書
記
次
長
・
小

林
宙
、
山
岸
慎
、
山
中
大
輔
、
森

千
恵
子
。

【
小
金
井
国
分
寺
・
書
記
・
坪

野
幹
通
信
員
】
小
金
井
国
分
寺
支

部
第
51
回
定
期
大
会
を
4
月
14

日
、
国
分
寺
労
政
会
館
で
行
な
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
来
賓
含
め
92

人
で
し
た
。

鯉
淵
委
員
長
、
来
賓
の
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、
南
書
記
長
に
よ
る
基

調
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
基
調
報

告
と
決
算
報
告
の
承
認
後
、
①
千

葉
さ
ん
全
国
技
能
競
技
大
会
で
金

賞
受
賞
、
②
負
け
ら
れ
な
い
闘
い

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
、
③
絶
対

に
選
挙
に
行
こ
う
国
分
寺
市
議
会

議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
の
特

別
報
告
を
行
な
い
ま
し
た
。

午
後
は
5
つ
の
分
科
会
で
の
活

発
な
議
論
の
後
、
本
会
議
で
予
算

案
の
討
議
と
大
会
宣
言
、
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
確
認
を
行
な
い
、
す

べ
て
の
提
案
が
拍
手
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

新
年
度
の
4
役
の
皆
さ
ん
は
以

下
の
通
り
で
す
。
委
員
長
・
鯉
淵

勝
也
。
副
委
員
長
・
南
雲
正
博
、

平
松
省
二
、
朝
倉
法
明
。
書
記
長

・
南
哲
司
。
書
記
次
長
・
小
嶋
和

俊
、
坪
野
幹
。

【
練
馬
・
書
記
・
奈
良
憲
成
通

信
員
】
4
月
7
日
、
「
コ
コ
ネ
リ

ホ
ー
ル
」
に
て
、
第
62
回
支
部
定

期
大
会
が
代
議
員
1
9
3
人
、
支

部
役
員
43
人
、特
別
代
議
員
35
人
、

来
賓
30
人
の
計
3
0
1
人
の
出
席

に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

基
調
報
告
後
、
田
柄
分
会
よ
り

大
成
功
し
た「
牡
蠣
フ
ェ
ス
タ
」、

旭
町
光
が
丘
分
会
よ
り
多
く
の
後

継
者
層
が
参
加
し
た
「
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
大
交
流
会
」
、
そ
し
て
富
士

見
台
分
会
よ
り
学
園
祭
の
よ
う
な

雰
囲
気
の
「
住
宅
デ
ー
」
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
分
会
活
動
経
験

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。午
後
は
、

分
科
会
で
活
発
な
議
論
が
展
開
さ

れ
、全
提
案
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
は
次
の
皆
さ
ん
。
委
員

長
・
福
岡
忠
行
。
副
委
員
長
・
上

原
誠
、
可
兒
美
憲
、
伊
藤
慶
一
郎
、

和
嶋
英
人
、
上
原
良
子
。
書
記
長

・
池
田
直
隆
。
書
記
次
長
・
桑
原

研
二
、
佐
藤
大
地
、
亀
川
佑
介
。

最後は団結ガンバローで気持をひとつに

求

人

多
摩
西
ブ
ロ
ッ
ク

多
摩
西
ブ
ロ
ッ
ク
多
摩
西
部
、
西
多
摩

小
金
井
国
分
寺
、府
中
国
立

公契約運動の前進と
６年連続の増勢を

組
織
建
設
に
確
信

府中
国立

仲
間
作
り
更
に
進
め
て

新
会
館
を
砦
に

多摩
西部

要
求
実
現
勝
ち
取
ろ
う

分
科
会
は
活
発
議
論

小金井
国分寺

千
葉
さ
ん
金
賞
報
告
も

西
多
摩

１８分散会で経験交流
一泊大会を伊香保で開催

社
保
未
加
入
問
題
後
は

北

横
の
つ
な
が
り
で

成功企画を報告
ココネリに３０１人

城北ブロック城北ブロック

板
橋

後
継
対
の
取
り
組
み
成
果

豊島

４０
代
新
常
任
が
２
人

練
馬

板橋、豊島、北、練馬


